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利益感度分析とは 
 

利益感度分析は、「価格、数量、原価、経費」の各要素が変

動したときに利益に対してどれだけ影響を与えるか分析す

るものです。 

 

例） 

変動損益計算図表 

売上高 

1,000 

 
(価格×数量) 

変動費 700 
(原価×数量) 

粗利益 

300 
(価格-原価)×数量 

固定費 250 
(経費) 

経常利益 50 

 

 

利益感度分析 
要素 計算式 感度比率 感度順位 やさしい順 

価格 
経常利益÷売上高 

   (50/1,000) 
5.0% 1 4 

数量 
経常利益÷粗利益 

  (50/300) 
16.7% 3 3 

原価  
経常利益÷変動費 

  (50/700) 
7.1% 2 2 

経費  
経常利益÷固定費 

  (50/250) 
20.0% 4 1 

  

1 



利益感度分析の基礎① 

利益感度分析の目的 
 

利益感度分析の目的は、「利益を増やすためにはどの部分

から手を付ければ一番効果的か」把握することです。 
 
利益を改善するには、4つの要素（戦略）があります。 

①価格（販売単価を上げる） 

②数量（販売数量を増やす） 

③原価（原価を下げる） 

④経費（経費を削減する） 
 
価格や数量、経費の変動があった場合、どの要素が最も利

益に敏感(与える影響が大きい)かを把握します。 

 

 

利益感度分析の基礎② 

感度比率の意味と計算式 
 

感度比率は、各要素に占める経常利益の割合ですが、そ

の数値は「どれだけ変動すると、利益がなくなるか？※」を

表しています。（※赤字の場合は、どれだけ変動すると赤字

がなくなるかを表します。） 
 
例えば「価格」の感度比率が5%の場合、販売単価が5%下が

ると、利益がなくなる事になります。 
 
感度比率を算出することで、「利益改善に与える影響度の

大きさ」を数値化し、把握できます。 
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利益感度分析の基礎③ 

感度比率を基に、感度順位を把握する 
 

感度順位は、利益に敏感な順位。つまり、少しの変動で利

益改善に与える影響度の大きい順番です。 

 

感度比率の数値が小さいものほど利益に敏感なので、感

度順位は計算式の結果を基に決まります。 

 

 

利益感度分析の基礎④ 

やさしい順を加味し、どこから手を付ければ効果

的か把握する 
 

やさしい順は、取り組みやすさの順番です。経費→原価→

数量→価格の順番になります。 

価格は常に感度順位が1番になりますが、やさしい順では4

番になります。 

 

利益改善を図る際に、「経費削減」から手を打ちがちです。

その理由は、経費のやさしい順が1番だからです。 

しかし、経費の感度順位が低い場合は、経費削減が利益改

善に与える影響は小さく、あまり効果的ではありません。 

 

利益感度分析をすることで、感度順位とやさしい順を加味し

て、どこから手を付ければ効率的に利益改善を図れるかを

把握できます。 
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利益感度分析のよくある質問 

価格＝売上高、数量＝粗利益、原価＝変動費

の関係性について 
 

通常、各要素の金額は、以下の計算式で求められます。 

売上高＝販売単価×販売数量 

変動費＝原価×販売数量 

粗利益＝（販売単価―原価）×販売数量、 
 

売上高 
(価格×数量) 

変動費 (原価×数量) 

粗利益 
(価格-原価)×数量 

固定費 (経費) 

経常利益 
 
利益感度分析では、「価格または数量どちらの変動が利益

に与える影響が大きいか？」といった分析を行うので、各要

素で変動するのは「価格」または「数量」のどちらか一方の

み、もう一方は変動しないと仮定した場合のシミュレーショ

ンをします。 
 
例えば、売上高は価格×数量ですが、数量が増減すると変

動費も増減するため、売上高のみを増減させる要素は「価

格」となります。 
 
一方、粗利益は（価格－原価）×数量ですが、価格と原価

の変動は売上高と変動費で感度比率が求められるので、

粗利単価の変動は考慮しません。 

単価が固定されているので、粗利益を増減させる要素は

「数量」となります。 
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利益感度分析の応用 

利益感度分析を活用した利益シミュレーション 
 

「価格」や「数量」は帳簿に載らないですが、利益感度分析

を行うことにより、売上原価を下げるのが効果的なのか、販

売数量を増やすのが効果的なのか、各要素の変動が利益

に与える影響をシミュレーションできます。 

 

決算参謀では、価格と数量どちらも変動した場合の利益シ

ミュレーションも可能となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「原価」がやさしい順で2番(経費を除くと1番)なので、粗利益

を増やすには、原価を下げて粗利益率を上げるのが一番と

考えがちですが、より効果的な方法はないかなど、各要素

の施策の効果を利益シミュレーションすることが可能です。 
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